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南今庄地区コミュニティー施設完成図
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J
 
R
今
庄
駅
(
土
地
と
建
物
)
取
得
を
可
決

南
越
前
町
議
会
議
員
定
数
を
1
 
8
人
に
決
定

田口】

1
2
月
1
3
日
か
ら
町
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
.
南
重
刑
町
l

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
2
8
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
た
ほ
か
へ
平
成
1
 
6
年
度
南
越
前
町
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
｡

ま
た
'
議
員
発
議
に
よ
り
南
越
前
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
制
定

な
ど
3
議
案
､
重
油
処
理
工
場
建
設
計
画
の
中
止
を
求
め
る
陳
情
書

が
上
程
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡

二
般
会
計
一
億
千
八
百
十
八
万
八
千
円
を
追
加

歳
入
､
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
一
千
八
百
十
八
万
八
千
円
を
追
加
し
､

百
二
十
一
億
二
千
九
百
四
十
七
万
二
千
円
と
し
ま
し
た
｡

補
正
額
の
財
源
の
主
な
も
の
は
､
自
主
財
源
と
し
て
､
繰
越

金
六
千
三
百
三
万
円
､
財
産
収
入
三
百
八
十
六
万
七
千
円
､
諸

収
入
四
百
十
七
万
円
な
ど
､
依
存
財
源
と
し
て
､
国
庫
支
出
金

一
千
五
百
二
十
九
万
六
千
円
の
減
額
､
県
支
出
金
八
百
七
万
七
千
円
､
町

債
三
千
九
百
二
十
万
円
の
追
加
な
ど
で
す
｡

歳
出
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
｡

･
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
　
　
　
九
百
四
万
七
千
円
の
追
加

･
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
繰
出
金
　
　
千
六
百
七
十
二
万
円
の
追
加

･
糠
地
区
駐
車
場
用
地
購
入
費
　
　
千
七
百
八
十
八
万
五
千
円
の
追
加

･
今
庄
小
学
校
建
設
用
地
第
3
次
造
成
工
事
　
　
二
千
七
百
万
円
の
追
加

･
農
地
等
高
度
利
用
促
進
事
業
事
業
費
　
　
二
千
六
百
｣
八
十
万
円
の
減
額

･
図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
業
務
委
託
料

千
七
百
二
十
｣
八
万
七
千
円
の
減
額

t

日
日
】
E
3
E
I
3

i
　
特
別
会
計
八
百
十
八
万
四
千
円
を
追
加

特
別
会
計
は
'
次
の
と
お
り
予
算
の
補
正
を
行
い
､
補
正
後
の
特
別
会

計
予
算
総
額
は
'
六
十
億
八
千
四
百
十
一
二
万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
｡

○
南
越
前
町
乳
幼
児
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
(
施
行
1
 
8
年
4
月
1
日
)

乳
幼
児
医
療
費
の
受
給
者
を
満

6
歳
に
達
す
る
以
後
の
3
月
3
 
1
日

ま
で
に
引
き
上
げ
ま
す
｡

0
両
越
前
町
地
区
集
会
所
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

○
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定

南
今
庄
地
区
コ
l
l
r
ユ
ニ
テ
ィ
-

施
設
の
完
成
に
伴
い
､
新
た
に
南

越
前
町
地
区
集
会
所
に
加
え
､
施

設
の
指
定
管
理
者
を
定
め
ま
し
た
｡

･
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

稲
荷
区
(
今
庄
)
　
区
長
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名称 俶yw�{��ｾh枴9h+ﾘ.ｒ�

河野地区第1駐車場 ������冷�

河野地区第2駐車場 

赤萩地区第1駐車場 

赤萩地区第2駐車場 

糠地区中央駐車場 

＼ ＼ 区分 施設名 劍諍w�{��

町内者 �*ﾈ､�"�

一時間 ��鳧ｭB�

グラウンド 剴S��冷�1tOO0円 

痩 間 佗 萌 施 設 1 犯r��B�全 l灯 �2ﾃ���冷�7.000円 

】 半 灯 ��經��冷�3,000円 

中 学 !校 側 ��2�ﾉ9B�3.000円 途����冷�

…紺.500円 �3.000円 

中央部 半灯 �1.500円 �2����冷�

㊤向-～ 7月冒

〇
両
越
前
町
営
河
野
地
区
駐

車
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
制
定

河
野
地
区
に
あ
る
次
の
5
箇
所

の
駐
車
場
の
使
用
料
､
管
理
方
法

な
ど
に
つ
い
て
条
例
で
定
め
ま
し

た
｡
(
施
行
平
成
1
 
8
年
4
月
1
日
)

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

J
R
今
庄
駅
周
辺
整
備
事
業
の
推
進
の
た
め
､
西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
か
ら
E
S
今
庄
駅
等
の
建
物
と
使
わ
れ
て
い
な

い
鉄
道
用
地
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡
こ
の
事
業
は
､
駅
周
辺
の
通
行
の
際
の
安
全
確
保
や
､
駐
車
場

不
足
の
解
消
に
よ
る
商
店
街
･
公
共
施
設
の
利
便
性
向
上
､
公
共
交
通
機

関
の
利
用
促
進
な
ど
に
加
え
､
こ
れ
ま
で
｢
鉄
道
の
駅
｣
と
し
て
の
機
能

の
み
で
あ
っ
た
駅
舎
に
'
行
政
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
備
え
住
民
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
整
備
し
て
い
き
ま
す
｡

土
地

･
今
庄
5
6
字
3
番
2
､
6
9
字
1
番
2
､
7
4
字
3
番
1
､
8
 
1
字
3
7
番
1
､

8
4
字
2
番
-
の
内
｣
八
千
三
百
十
五
･
四
五
"
E

価
格
　
九
千
二
〒
一
万
九
百
三
十
五
円

建
物

･
事
務
所
(
J
R
今
庄
駅
舎
)
延
面
積
L
二
百
八
十
四
･
五
〇
ポ

･
店
舗
･
事
務
所
(
物
資
部
)
面
積
　
二
百
四
十
四
･
四
八
"
E

･
車
庫
　
面
積
　
六
十
七
･
六
〇
"
E

価
格
　
千
百
二
十
三
万
四
千
百
九
十
七
円

○
南
些
別
町
南
条
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
制
定
　
〇
両
越
前
町
議
会
議
員
定
数

南
条
グ
ラ
ウ
ン
ド
(
南
条
小
学
校
前
)
の
使
用
料
､
管
理
方
法
な
ど
に
　
条
例
の
制
定

つ
い
て
条
例
で
定
め
ま
し
た
｡
(
施
行
平
成
1
 
8
年
1
月
1
日
)

○
人
権
擁
護
委
員
推
薦

人
権
擁
護
委
員
に
次
の
2
名
の

方
の
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
｡

宮
地
倫
江
氏
(
上
牧
谷
･
6
2
歳
)

丸
岡
武
視
氏
(
関
ケ
鼻
･
6
4
歳
)

○
南
越
前
町
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命

南
越
前
町
教
育
委
員
会
委
員
に

次
の
方
の
任
命
に
同
意
し
ま
し

た
｡田

中
正
則
氏
(
糠
･
5
2
歳
)

南
越
前
町
議
会
議
員
の
定
数
を

2
 
0
人
か
ら
柑
人
と
し
ま
し
た
｡

こ
れ
は
､
合
併
協
議
会
で
定
め

た
定
数
2
0
人
を
､
県
内
他
市
町
村

に
比
べ
多
い
こ
と
か
ら
柑
人
に
削

減
す
る
も
の
で
す
｡

○
特
別
委
員
会
設
置
と
同
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

公
正
な
町
政
行
政
事
務
執
行
と

議
会
運
営
の
適
正
化
の
た
め
政
治

倫
理
条
例
策
定
特
別
委
員
会
を
設

置
し
委
員
9
名
を
選
任
し
ま
し

た
｡◎

高
嶋
　
腔
･
〇
向
瀬
博
明

委
員
山
本
重
兵
衛
･
寺
下
　
貢
･

西
嶋
久
夫
･
丸
岡
武
司
二
一
一
田
村

萱
･
竹
内
武
夫
･
橋
本
賢
作

(
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
　
敬
称
略
)

そ
の
他
､
平
成
1
 
8
年
2
月
1
日
､

福
井
市
に
美
山
町
､
清
水
町
､
越

廼
村
が
編
入
す
る
こ
と
や
､
2
月

1
 
3
日
松
岡
町
､
永
平
寺
町
'
上
志

比
村
が
合
併
し
永
平
寺
町
､
3
月

3
日
に
名
田
庄
村
と
大
飯
町
が
合

併
し
お
お
い
町
､
3
月
2
0
日
に
三

国
町
､
丸
岡
町
､
春
江
町
､
坂
井

町
が
合
併
し
坂
井
市
と
な
る
こ
と

か
ら
､
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村

等
を
関
連
組
合
組
織
か
ら
脱
退
さ

せ
､
新
市
町
を
加
入
す
る
等
の
規

約
変
更
議
案
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
｡ま

た
､
北
朝
鮮
へ
の
経
済
制
裁

発
動
を
求
め
る
意
見
書
､
南
条
地

区
に
計
画
の
あ
る
重
油
処
理
工
場

建
設
計
画
の
中
止
を
求
め
る
陳
情

書
を
採
択
し
ま
し
た
｡
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